
『
今
昔
物
語
集
』
の
「
東
国
」
語
り

竹
村
信
治

1
　
「
東
国
」
語
り
の
地
平

そ
の
著
『
今
昔
物
語
集
の
新
研
究
』
二
九
二
三
年
刊
)
に
「
説
話
の

地
方
的
分
布
」
　
の
〓
即
を
も
う
け
て
「
説
話
の
地
方
的
分
布
地
図
」
を

掲
載
し
た
坂
井
衡
平
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
「
東
国
」
話
題
の
「
分
布
上

の
形
勢
」
　
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

武
蔵
、
上
野
等
親
王
任
国
の
説
話
著
し
く
裏
へ
て
、
常
陸
独
気
を

吐
き
、
東
山
道
に
て
は
近
江
、
美
濃
、
信
濃
の
諸
国
、
官
人
の
往

復
の
盛
な
り
L
に
伴
れ
て
に
や
、
そ
の
説
話
の
採
録
せ
ら
れ
た
る

(
マ
マ
)

最
も
多
し
。
坂
東
の
名
の
廿
回
引
用
せ
ら
れ
た
る
も
注
目
す
べ
き

(
マ
マ
)

事
な
り
。
陸
奥
の
四
十
回
引
用
せ
ら
れ
た
り
し
は
、
其
地
域
の
広

大
に
し
て
、
国
司
の
重
任
な
り
L
と
、
京
師
を
隔
つ
る
事
最
も
遠

く
し
て
所
謂
陸
の
く
話
な
る
も
の
、
市
人
の
間
に
異
郷
の
珍
談
と

し
て
喜
ば
れ
L
と
に
因
る
も
の
な
ら
ん
。

(
「
坂
東
」
用
例
は
三
話
、
「
陸
奥
」
は
三
〇
話
)

坂
井
は
、
諸
州
地
名
の
出
現
回
数
は
「
京
都
に
対
す
る
文
化
的
交
通
の

関
係
」
　
に
比
例
し
「
其
結
果
は
宛
か
ら
第
四
、
第
五
文
化
時
代
の
世
相

の
一
斑
を
説
明
す
る
も
の
に
似
た
り
」
と
し
て
右
の
よ
う
に
概
観
し
て

い
る
の
だ
が
　
(
上
掲
書
第
一
編
第
二
章
第
一
節
に
よ
れ
ば
、
第
四
文
化
時
代

と
は
平
安
後
期
[
近
世
的
文
化
萌
芽
時
代
(
向
下
的
)
]
　
の
第
一
期
八
一
〇
二
八

～
一
〇
六
八
)
で
「
貴
族
中
心
の
前
期
文
化
が
漸
く
近
世
的
国
民
的
文
化
に
移

ら
ん
と
す
る
時
代
、
即
ち
頼
通
時
代
」
、
第
五
文
化
時
代
は
そ
の
第
二
期
八
一
〇

六
九
～
二
二
八
)
の
「
近
世
的
要
素
が
中
世
的
要
素
と
衝
突
し
て
漸
く
表
面

の
重
大
要
素
た
ら
ん
と
す
る
所
謂
院
政
時
代
」
の
こ
と
。
ち
な
み
に
、
第
六
文
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化
時
代
=
後
期
第
三
期
八
二
二
九
～
二
八
五
)
は
「
新
旧
要
素
が
主
客
所

を
換
へ
し
も
、
時
代
錯
誤
の
為
に
旧
時
代
の
文
化
を
再
現
せ
ん
と
せ
し
所
謂
平

家
時
代
」
と
さ
れ
る
)
、
こ
れ
は
本
集
を
読
む
者
の
お
お
む
ね
首
肯
し
う

る
見
解
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
説
か
れ
る
「
文
化
的
交
通
の
関
係
」
は
、
こ
れ
を
「
京

都
」
　
(
中
心
・
(
内
)
)
に
対
す
る
「
東
国
」
　
(
周
辺
・
(
外
)
)
と
い
っ
た
一

元
的
な
関
係
の
な
か
で
の
み
と
ら
え
る
と
す
れ
ば
　
-
　
「
異
郷
の
珍

談
」
=
(
内
)
に
よ
る
(
外
)
　
の
特
殊
化
、
「
(
下
向
都
人
に
よ
る
地
方
)

説
話
の
採
録
」
=
(
内
)
に
よ
る
(
外
)
の
所
有
、
等
々
　
-
、
情
況

の
誤
認
を
ま
ね
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
巻
二
八
2
　
「
頼
光
即

等
共
、
紫
野
見
物
語
」
　
に
は
、
「
東
ニ
テ
モ
度
々
吉
キ
事
共
(
=
武
功
)

ヲ
シ
テ
人
二
被
恐
タ
ル
兵
共
」
た
る
平
貞
道
・
平
季
武
・
坂
田
公
時
が

慣
れ
な
い
牛
車
(
「
女
房
車
」
)
に
酔
っ
て
あ
げ
た
「
横
ナ
バ
リ
タ
ル
」

声
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
聞
い
た
近
く
の
者
た
ち
が
、

此
ノ
女
房
車
ノ
、
何
ナ
ル
人
ノ
乗
タ
ル
ニ
カ
有
ラ
ム
、
束
雁
ノ
鳴

合
タ
ル
様
ニ
テ
吉
ク
舌
ダ
ミ
タ
ル
ハ
、

心
モ
不
得
ヌ
事
カ
ナ
。
剰

人
ノ
娘
共
ノ
物
見
ル
ニ
ヤ
有
ラ
ム
ト
思
へ
ド
モ
、
音
・
気
ハ
ヒ
大

キ
ニ
テ
男
音
也
。
惣
テ
心
不
得
ズ

と
思
っ
た
と
あ
る
。
「
東
人
ノ
娘
共
ノ
物
見
ル
ニ
ヤ
有
ラ
ム
」
と
の
判

断
が
な
さ
れ
る
の
は
、
そ
う
し
た
こ
と
が
実
際
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
「
横
ナ
バ
リ
タ
ル
」
声
、
す
な
わ
ち
誹
り
声
を
「
束
雁
ノ

鳴
合
タ
ル
様
ニ
テ
」
と
聞
く
の
は
東
国
方
言
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
っ

て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
と
お
り
、
律
令
体
制
下
の
都
に
は
歳
役

労
働
で
単
身
赴
任
し
て
い
る
地
方
民
も
住
ん
で
い
た
(
短
期
の
衛
士
、

長
期
の
帳
内
・
資
人
)
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
て
「
東
国
」
は
、
そ
こ
に
出

か
け
た
都
人
に
よ
っ
て
「
採
録
」
紹
介
さ
れ
る
「
異
郷
」
と
い
う
ば
か

り
で
は
な
く
、
「
京
都
」
内
部
に
流
入
し
、
都
人
が
日
々
に
接
触
し
認

知
し
う
る
も
の
と
し
て
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

上
京
す
る
「
東
人
」
　
に
は
「
物
見
」
歳
役
等
の
ほ
か
「
栄
爵
尋
テ
買

ハ
ム
ト
思
テ
京
二
上
タ
ル
者
」
も
い
た
(
巻
二
七
1
7
)
。
そ
う
し
た
京
上

の
「
束
人
」
　
の
な
か
に
は
そ
の
ま
ま
居
着
く
者
も
い
た
の
で
あ
ろ
う
、

巻
一
七
2
8
の
「
京
ノ
大
刀
帯
町
ノ
辺
二
住
ケ
ル
女
」
は
「
東
国
ノ
人
」

で
「
事
ノ
緑
有
二
依
、
京
二
上
テ
住
」
ん
で
い
た
と
い
う
。
あ
る
い

は
、
巻
三
一
3
「
湛
慶
阿
閻
梨
還
俗
、
為
高
向
公
輔
語
」
　
の
、
湛
慶
に

頸
を
掻
き
斬
ら
れ
な
が
ら
も
長
じ
て
藤
原
良
房
邸
で
彼
と
結
ば
れ
た
女

は
、
『
玉
葉
』
仁
安
三
年
三
月
一
四
日
条
の
藤
原
長
光
の
物
語
り
に
よ

れ
ば
生
国
「
尾
張
国
」
、
の
ち
「
忠
仁
公
」
の
邸
に
参
じ
「
半
物
」
と

し
て
「
宮
仕
」
し
て
い
た
ら
し
い
。
無
媒
介
な
(
外
)
=
「
東
国
」
　
の

(
内
)
　
へ
の
参
入
。
「
文
化
的
交
通
の
関
係
」
は
か
か
る
事
態
を
も
ま
ね

き
よ
せ
る
。
し
た
が
っ
て
問
題
は
、
都
の
(
内
)
で
生
活
し
、
声
を
出
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し
、
行
動
し
、
都
人
と
接
触
す
る
、
そ
う
し
た
彼
ら
の
姿
を
目
の
当
た

り
に
し
た
と
き
、
「
異
郷
」
と
し
て
特
殊
化
さ
れ
飼
い
慣
ら
さ
れ
た

(
外
)
=
「
東
国
」
像
を
受
容
し
て
い
た
(
内
)
な
る
者
た
ち
が
、
こ

れ
と
ど
う
向
き
合
い
、
い
か
な
る
「
東
国
」
を
語
り
出
す
こ
と
に
な
る

か
に
あ
る
は
ず
だ
。
「
束
雁
ノ
」
と
い
い
、
「
東
人
ノ
」
「
東
国
ノ
」
と

い
い
、
こ
こ
に
見
た
事
例
は
「
都
」
　
の
(
内
)
で
差
異
化
と
特
殊
化
を

な
お
こ
う
む
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
だ
が
、
や
が
て
こ
の
他
者
と
の
無
媒
介

な
交
渉
が
(
内
)
な
る
言
説
(
=
(
外
)
を
(
外
)
と
し
て
差
異
化
し
特
殊

化
し
飼
い
慣
ら
す
言
説
)
の
相
対
化
を
都
人
に
う
な
が
す
場
合
も
な
い
わ

け
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
そ
こ
で
生
成
す
る
眼
差
し
が
(
外
)
を
め

ぐ
る
あ
ら
た
な
語
り
を
う
み
だ
す
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
(
入
内
)
(
外
)

の
変
数
項
に
い
く
つ
か
の
語
　
-
　
地
名
・
地
域
名
・
民
族
名
・
宗
派
名
・
国
名

等
　
-
　
を
代
入
し
て
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
現
代
で
も
か
か
る
事
態
は
さ
ま

ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
み
う
け
ら
れ
る
こ
と
だ
)
。

さ
て
、
こ
う
し
て
『
今
昔
物
語
集
』
　
の
「
東
国
」
説
話
は
、
院
政
期

に
お
け
る
(
内
)
(
外
)
の
「
文
化
的
交
通
」
の
情
況
下
に
、
入
内
)
に

お
い
て
語
ら
れ
て
い
る
(
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
は
南
都
説
の

声
も
高
い
が
、
旧
都
に
し
て
仏
教
聖
地
、
し
か
も
交
通
流
通
の
要
所
た
る
彼
地

に
お
い
て
も
こ
の
言
述
の
言
語
的
機
制
は
大
き
く
か
わ
る
ま
い
)
。
無
媒
介
な

(
外
)
の
(
内
)
　
へ
の
流
入
、
参
入
。
も
ち
ろ
ん
、
(
内
)
に
よ
る

(
外
)
の
所
有
は
、
諸
文
学
テ
キ
ス
ト
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
ひ
き
つ

づ
き
行
わ
れ
て
い
る
。
「
文
化
的
交
通
」
　
の
も
と
で
は
な
お
い
く
つ
か

の
事
態
も
生
じ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
以
下
、
『
今
昔
物
語
集
』
「
東
国
」

説
話
の
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
そ
の
あ
り
様
を
観
察
し
っ
つ
、
本
集

「
東
国
」
語
り
の
位
相
を
う
か
が
う
こ
と
と
し
た
い
。

2
　
「
東
」
「
東
国
」
の
原
像

『
今
昔
物
語
集
』
に
は
「
東
」
「
東
国
」
の
語
例
が
二
五
話
に
兄
い
だ

さ
れ
る
。
ほ
か
に
「
東
八
ヶ
国
」
　
(
相
模
・
武
蔵
・
安
房
・
上
総
・
下
総
・

常
陸
・
上
野
・
下
野
)
　
の
語
が
合
戦
譚
を
収
載
す
る
巻
二
五
に
二
話
(
1

・
5
)
、
「
坂
東
」
が
三
話
(
巻
一
二
3
3
・
巻
二
五
1
・
9
)
に
み
え
る
(
依

拠
資
料
の
語
彙
を
踏
襲
し
た
も
の
)
が
、
こ
れ
ら
は
「
東
」
「
東
国
」
　
に
包

摂
さ
れ
る
も
の
だ
ろ
う
。
巻
二
四
5
2
に
は
、
和
琴
を
試
み
て
噴
お
う
と

し
た
女
房
た
ち
に
、
大
江
匡
街
が
「
逢
坂
の
関
の
あ
な
た
も
ま
だ
見
ね

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

ば
あ
づ
ま
の
こ
と
も
知
ら
れ
ざ
り
け
り
」
と
応
じ
た
と
の
話
題
が
語
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
掛
詞
を
理
解
し
得
た
で
あ
ろ
う
『
今
昔
物
語
集
』
　
の

「
東
」
「
東
国
」
は
、
し
た
が
っ
て
、
逢
坂
関
以
東
の
東
山
道
(
近
江
・

美
濃
・
飛
騨
・
信
濃
・
上
野
・
下
野
・
出
羽
・
陸
奥
)
東
海
道
(
伊
賀
・
伊
勢

・
志
摩
・
尾
張
・
三
河
・
遠
江
・
駿
河
・
伊
豆
・
甲
斐
・
相
模
・
武
蔵
・
安
房

・
上
総
・
下
総
・
常
陸
)
　
の
諸
国
の
総
称
で
あ
っ
た
と
考
え
て
ま
ち
が
い
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な
い
だ
ろ
う
(
た
だ
し
、
巻
二
五
1
に
は
出
典
『
将
門
記
』
の
記
述
を
踏
襲

し
た
「
東
海
・
東
山
ノ
国
々
」
と
の
言
い
方
も
み
え
る
)
。

『
今
昔
物
語
集
』
の
「
東
」
「
東
国
」
の
語
例
を
通
覧
し
て
興
味
深
い

の
は
、
そ
れ
が
国
名
表
記
を
伴
っ
て
い
な
い
場
合
の
多
い
こ
と
だ
。
伴

う
場
合
も
、

・
本
寺
(
法
隆
寺
)
ヲ
棄
テ
、
剣
劇
l
l
刊
矧
l
l
ニ
至
テ
、
東
国
ノ
諸
ノ

山
ヲ
通
り
行
フ
間
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
巻
一
三
4
)

・
(
在
原
業
平
)
束
ノ
方
二
可
住
キ
所
ヤ
有
ト
テ
行
ケ
リ
。
…
而
間
、

劃
潮
力
国
l
ニ
八
橋
ト
云
所
二
至
ヌ
。
…
…
其
ヲ
立
テ
抄
々
ト
行
々

テ
矧
河
国
l
ニ
至
ヌ
。
…
…
其
ヨ
リ
行
々
キ
、
富
士
ノ
山
ヲ
見
レ
バ

…
…
尚
行
々
テ
武
蔵
疏
矧
ト
刊
顧
矧
ト
ノ
中
ニ
…
…
(
巻
二
四
型

・
東
国
二
平
将
門
ト
云
兵
有
ケ
リ
。
…
…
将
門
、
矧
國
・
刊
矧
ノ
国

二
住
シ
テ
…
…
坂
東
…
…
東
八
ヶ
国
…
…
　
　
　
(
巻
二
五
1
)

・
(
頼
信
)
貞
道
ヲ
呼
ビ
向
ケ
テ
云
様
、
「
矧
河
矧
二
有
ル
ロ
ロ
ト
云

フ
者
ノ
、
頼
信
ガ
為
ニ
シ
ャ
頸
取
テ
得
サ
セ
ヨ
」
ト
。
…
…
其
後

三
四
月
許
過
テ
、
要
事
有
テ
、
貞
道
東
国
ノ
方
二
行
ニ
ケ
リ
。

(
巻
二
五
1
0
)

・
男
「
剰
濃
l
・
矧
弧
ノ
方
へ
罷
下
ル
也
」
ト
答
フ
。
…
…
女
「
自
ハ

矧
叫
ノ
国
□
ロ
ノ
郡
二
其
々
二
有
ル
然
々
ト
云
フ
人
ノ
娘
也
。
東

ノ
方
へ
御
セ
バ
、
其
ノ
遺
近
キ
所
也
…
…
」
　
　
　
(
巻
二
七
2
0
)

・
其
レ
ガ
、
相
撲
ノ
使
ニ
テ
東
国
二
下
タ
リ
ケ
ル
こ
、
矧
奥
副
ヨ
リ

國
4
剛
へ
超
ル
山
ヲ
バ
…
…
　
　
　
　
　
　
(
巻
二
七
坐

と
、
広
領
域
を
し
め
す
例
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
あ
る
。
く
わ
え
て
、
地

名
・
人
名
の
後
補
を
期
し
て
空
格
欠
字
を
な
す
『
今
昔
物
語
集
』
に
あ

っ
て
そ
の
処
理
を
ほ
ど
こ
さ
な
い
例
も
み
え
る
。

・
今
昔
、
京
ヨ
リ
東
ノ
方
二
下
ル
者
有
ケ
リ
。
何
レ
ノ
国
、
郡
ト
ハ

不
知
デ
、
一
ノ
郷
ヲ
適
ケ
ル
程
こ
、
　
　
　
　
　
(
巻
二
六
2
)

・
今
昔
、
束
ノ
方
へ
行
者
有
ケ
リ
。
何
レ
ノ
国
ト
ハ
不
知
、
人
郷
ヲ

通
ケ
ル
こ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
巻
二
六
1
9
)

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
『
今
昔
物
語
集
』
　
の
「
東
」
「
東
国
」
は
大
江
匡
衡

歌
に
あ
っ
た
ご
と
く
、
逢
坂
関
の
あ
な
た
を
漠
然
と
指
さ
す
た
め
の
語

で
あ
っ
て
、
空
間
イ
メ
ー
ジ
も
国
々
の
個
別
性
を
捨
象
し
っ
つ
ト
ー
タ

ル
に
形
成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
お
ぼ
し
い
。
そ
し
て
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は

「
あ
づ
ま
の
こ
と
も
知
ら
れ
ざ
り
け
り
」
、
つ
ま
り
は
不
可
知
性
、
不
可

思
議
性
を
根
幹
に
も
つ
。
巻
二
四
3
7
「
藤
原
実
方
朝
臣
、
於
陸
奥
国
読

和
歌
語
」
　
に
は
実
方
が
陸
奥
国
か
ら
都
の
宣
方
中
将
に
贈
っ
た
歌
「
や

す
ら
は
で
思
ひ
立
ち
に
し
東
路
に
あ
り
け
る
も
の
は
は
ば
か
り
の
関
」

も
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
「
束
路
に
あ
り
け
る
も
の
」
は
出
か
け
て
い

っ
て
始
め
て
認
知
さ
れ
る
も
の
に
満
ち
て
い
る
、
と
い
う
わ
け
な
の
で

あ
る
。
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い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
こ
う
し
た
「
東
国
」
イ
メ
ー
ジ
は
、

た
と
え
ば
『
古
今
集
』
序
に
も
触
れ
ら
れ
る
『
万
葉
集
』
安
積
山
歌

(
三
八
〇
七
番
「
安
積
山
影
さ
へ
見
ゆ
る
山
の
井
の
浅
く
は
人
を
思
ふ
も
の
か

は
)
を
め
ぐ
る
伝
説
(
『
大
和
物
遥
遠
段
)
の
そ
れ
と
同
じ
位
相
に
あ

る
も
の
で
あ
る
。
内
舎
人
に
奪
わ
れ
て
陸
奥
国
は
安
積
郡
安
積
山
の
庵

で
暮
ら
し
た
大
納
言
女
は
、
山
井
に
う
つ
る
自
ら
の
衰
え
た
容
貌
に
絶

望
し
て
右
の
歌
を
詠
む
。
そ
の
後
、
『
大
和
』
　
に
「
(
「
安
積
山
」
歌
)
と

よ
み
て
木
に
書
き
付
け
て
庵
に
来
て
死
に
け
り
」
と
あ
る
叙
述
は
、

『
今
昔
物
語
集
』
巻
三
〇
8
の
同
話
で
は
、

(
「
安
積
山
」
歌
)
ト
云
テ
、
此
レ
ヲ
木
二
書
付
テ
、
庵
二
返
り
行

テ
、
我
ガ
家
二
有
シ
時
、
父
母
ヨ
リ
始
メ
テ
万
ノ
人
二
被
博
テ
、

微
妙
カ
リ
シ
事
共
ヲ
思
ヒ
出
シ
テ
、
心
細
キ
事
無
限
ク
、
「
何
ナ

ル
前
ノ
世
ノ
報
ニ
テ
此
ル
ラ
ム
」
ト
思
ケ
ル
こ
、
否
ヤ
不
堪
ザ
リ

ケ
ム
、
ヤ
ガ
テ
思
ヒ
死
二
死
ニ
ケ
リ
。

と
増
幅
さ
れ
る
。
不
可
知
の
地
「
東
国
」
を
流
浪
す
る
都
人
の
心
情

が
、
追
慕
回
想
の
う
ち
の
都
・
「
東
国
」
　
の
差
異
化
、
絶
望
感
の
強
調

を
も
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
う
し
た
語
り
方
は
『
伊
勢
物

語
』
東
下
り
の
諸
章
段
に
も
認
め
ら
れ
、
や
が
て
和
歌
な
ど
の
い
わ
ゆ

る
文
学
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
「
東
国
」
頭
旅
表
現
の
本
意
と
な
っ
て
い

く
も
の
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
(
内
)
が
一
方
的
に
付
与
し
た

(
外
)
=
「
東
国
」
の
像
。
『
今
昔
物
語
集
』
は
そ
の
影
響
下
に
あ
っ
て

こ
れ
を
原
像
と
し
て
か
か
え
も
ち
、
「
東
国
」
語
り
の
う
ち
に
か
か
る

言
説
を
再
生
産
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

2
　
不
可
知
と
怪
異
の
「
東
国
」

「
都
」
と
の
差
異
を
強
調
し
っ
つ
不
可
知
性
が
際
だ
た
せ
ら
れ
る

「
東
国
」
は
、
そ
の
不
可
知
性
の
故
に
、
多
く
の
霊
異
奇
異
怪
異
詔
の

舞
台
と
も
な
っ
て
い
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
は
巻
二
六
・
二
七
に
そ
う

し
た
話
題
を
収
集
し
て
い
る
が
、
こ
の
両
巻
に
は
「
東
」
「
東
国
」
　
の

語
彙
を
も
つ
話
題
が
九
話
(
二
六
2
・
7
・
1
8
・
1
9
・
輿
二
七
1
4
・
1
7
・

2
0
・
4
5
)
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
近
江
(
二
七
1
3
・
2
0
)
・
美
濃
(
二
六
3

・
二
七
2
1
・
4
3
)
・
飛
騨
(
二
六
8
)
・
陸
奥
(
二
六
5
・
望
・
伊
勢

(
鈴
鹿
山
二
七
4
4
)
・
三
河
三
六
1
1
)
・
伊
豆
(
二
七
1
1
)
・
常
陸
(
焼

山
関
二
七
坐
と
、
「
東
国
」
諸
州
の
話
題
も
多
い
。
巻
二
六
2
0
「
東
小

女
、
与
狗
咋
合
互
死
語
」
は
題
名
中
「
東
小
女
」
と
あ
る
が
、
物
語
叙

述
中
に
は
「
東
」
「
東
国
」
　
の
語
や
国
名
が
一
切
出
ず
、
冒
頭
を
「
今

昔
、
□
国
□
ロ
ノ
郡
二
住
ケ
ル
人
有
ケ
リ
」
で
は
じ
め
る
話
題
。
こ
う

し
た
地
名
に
欠
字
を
も
つ
話
は
こ
の
両
巻
に
多
い
が
　
(
巻
二
六
2
0
・
2
1

・
輿
二
七
2
2
・
2
4
・
3
4
∴
聖
、
そ
の
い
く
つ
か
が
こ
の
第
2
0
話
同
様

「
東
国
」
話
題
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
数
は
い
っ
そ
う
増
え
る
こ
と
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に
な
ろ
う
。

『
今
昔
物
語
集
』
　
の
「
東
国
」
怪
異
譚
は
数
お
お
く
あ
る
が
、
彼
地

の
不
可
知
性
を
色
濃
く
に
じ
ま
せ
て
い
る
の
は
巻
二
六
8
「
飛
騨
国
猿

神
、
止
生
費
語
」
だ
ろ
う
か
。
道
に
迷
っ
た
修
行
僧
が
進
退
き
わ
ま

り
、
突
如
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
男
に
つ
づ
い
て
滝
の
中
に
踊
り
入
っ
た

と
こ
ろ
、
そ
こ
は
「
日
本
ノ
国
」
と
堺
を
接
す
る
異
界
だ
.
っ
た
と
い

う
。
僧
は
そ
こ
で
歓
待
さ
れ
食
い
肥
え
る
わ
け
だ
が
(
こ
の
あ
た
り
巻

五
1
の
羅
刺
女
国
に
漂
着
し
た
僧
伽
羅
譚
と
同
モ
テ
ィ
ー
フ
)
、
歓
待
が
猿
神

へ
の
生
け
勢
と
す
る
た
め
だ
と
知
っ
て
策
を
練
り
、
つ
い
に
は
猿
神
を

退
治
し
、
「
其
後
、
其
郷
ノ
長
者
ト
シ
テ
人
々
ヲ
進
退
シ
仕
ヒ
テ
」
、

「
此
方
(
=
日
本
)
ニ
モ
時
々
密
二
通
」
　
っ
た
。
そ
の
地
は
「
飛
躍
国
ノ

傍
」
、
し
か
し
「
此
ル
所
有
ト
ハ
聞
ケ
ド
モ
、
信
濃
国
ノ
人
モ
美
濃
ノ

国
ノ
人
モ
行
事
無
力
也
。
其
(
=
異
郷
)
人
ハ
此
方
(
=
日
本
)
ニ
蜜
二

道
ナ
レ
ド
モ
、
此
方
ノ
人
ハ
行
事
無
カ
ナ
リ
」
云
々
。
猿
神
退
治
譚
は

こ
の
前
話
(
華
一
六
7
)
　
に
も
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
美
作
国
の
「
中
参
」

神
が
猟
師
に
退
治
さ
れ
る
。
こ
の
猟
師
は
「
束
ノ
方
ヨ
リ
、
事
ノ
縁
有

テ
其
国
二
来
レ
ル
人
」
だ
っ
た
と
い
い
、
不
可
思
議
な
力
を
内
包
す
る

異
境
=
不
可
知
の
地
=
「
東
国
」
と
い
っ
た
彼
地
を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ

の
参
与
が
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
第
8
話
が
こ
れ
と
こ
と

な
り
異
境
訪
問
譚
の
要
素
を
組
み
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
は
、
出
来
事

出
来
の
舞
台
た
る
東
国
=
「
飛
騨
国
」
　
に
か
か
わ
っ
て
作
動
し
た
想
像

力
の
関
与
を
考
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。
異
境
訪
問
譚
は
巻
三
一
1
1

「
陸
奥
国
安
倍
頼
時
、
行
胡
国
空
返
語
」
　
に
も
見
え
る
。
こ
こ
で
の
胡

国
は
い
ま
の
北
海
道
の
こ
と
だ
が
、
「
然
レ
バ
、
胡
国
ト
云
フ
所
ハ
、

唐
ヨ
リ
モ
遥
ノ
北
ト
聞
ツ
ル
こ
、
『
陸
奥
ノ
国
ノ
奥
二
有
、
夷
ノ
地
二

差
合
タ
ル
ニ
ヤ
有
ラ
ム
』
ト
、
彼
ノ
頼
時
ガ
子
ノ
宗
任
法
師
ト
テ
筑
紫

二
有
ル
者
ノ
語
ケ
ル
ヲ
聞
継
テ
、
此
ク
語
り
伝
へ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
結
ば

れ
る
本
話
に
も
、
冥
界
と
境
を
接
す
る
不
可
知
の
地
と
の
「
東
国
」
=

「
陸
奥
国
」
像
は
投
影
し
て
い
る
よ
う
だ
。

冥
界
に
通
ず
る
飛
騨
国
の
隣
国
、
信
濃
国
で
の
不
思
議
な
話
に
は
巻

二
〇
1
0
「
陽
成
院
御
代
滝
口
、
金
使
行
語
」
が
あ
っ
た
。
「
金
ノ
使
」

と
し
て
「
陸
奥
ノ
国
」
　
に
派
遣
さ
れ
た
滝
口
「
道
範
」
と
そ
の
一
行

は
、
宿
を
と
っ
た
「
信
濃
国
□
□
郡
」
　
の
郡
司
の
家
で
そ
の
妻
の
も
と

に
忍
び
入
み
、
郡
司
の
術
で
陰
茎
を
奪
わ
れ
る
。
道
範
は
帰
途
に
再
び

立
ち
寄
り
秘
術
を
会
得
し
よ
う
と
す
る
が
叶
わ
ず
、
「
(
何
か
を
)
墓
無

キ
物
二
成
シ
ナ
ド
為
ル
」
術
だ
け
を
伝
え
ら
れ
て
帰
京
し
、
こ
れ
を
聞

き
つ
け
た
陽
成
帝
が
習
い
や
が
て
乱
行
に
及
ん
だ
と
い
う
。
陰
茎
に
か

か
わ
る
怪
異
は
巻
二
七
2
1
　
「
美
濃
国
紀
遠
助
、
値
女
霊
遂
死
語
」
　
に
も

見
え
、
そ
こ
で
は
、
京
の
「
坦
二
条
院
ノ
長
宿
直
」
を
お
え
て
「
美
濃

ノ
図
二
有
ル
生
津
ノ
御
庄
」
　
に
帰
ろ
う
と
し
た
遠
助
が
、
「
勢
田
ノ
橋
」
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で
、
或
る
女
房
か
ら
「
人
ノ
目
」
「
男
ノ
問
」
　
の
入
っ
た
箱
を
託
さ
れ
、

美
濃
「
方
県
ノ
郡
ノ
唐
ノ
郷
ノ
段
ノ
橋
」
　
の
「
橋
ノ
西
ノ
爪
」
　
に
い
る

女
房
へ
と
そ
れ
を
運
ぶ
。
「
勢
田
ノ
橋
」
　
の
鬼
は
巻
二
七
1
4
に
も
出
現

し
、
同
じ
近
江
の
.
「
安
義
橋
」
鬼
の
話
題
も
同
巻
1
3
に
あ
る
。

近
江
回
と
い
え
ば
、
印
象
に
の
こ
る
話
題
に
巻
二
七
2
0
「
近
江
国
生

霊
、
来
京
殺
人
語
」
が
あ
る
。
「
近
江
ノ
国
□
ロ
ノ
郡
二
其
々
二
有
ル

然
々
ト
云
7
人
ノ
娘
」
は
「
美
濃
・
尾
張
ノ
捏
二
下
ラ
ム
ト
為
ル
下

原
」
　
に
京
都
市
中
の
「
民
部
ノ
大
夫
」
邸
へ
の
道
案
内
を
乞
い
、
着
く

や
俄
に
か
き
消
え
て
か
つ
て
の
夫
を
取
り
殺
す
。
三
日
後
に
近
江
の
家

を
訪
れ
た
下
鳩
に
、
か
の
生
霊
の
生
身
は
「
有
シ
夜
ノ
喜
ビ
バ
何
レ
ノ

世
ニ
カ
忘
レ
間
エ
ム
」
と
述
べ
、
手
厚
く
礼
を
尽
く
し
た
と
い
う
。

か
く
し
て
「
東
国
」
=
(
外
)
の
霊
異
奇
異
怪
異
は
、
「
異
郷
の
珍

談
」
と
し
て
採
録
さ
れ
た
り
、
遺
範
そ
の
他
の
場
合
の
よ
う
に
、
「
東

国
」
で
こ
れ
を
経
験
し
た
都
人
た
ち
に
よ
っ
て
(
内
)
に
持
ち
帰
ら
れ

た
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
入
内
)
な
る
都
で
直
接
に
経
験
さ
れ
る

こ
と
に
も
な
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
巻
二
七
2
0
の
場
合
、
こ
れ
は
見
方
を

か
え
れ
ば
(
内
)
の
怪
異
が
(
外
)
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
た
か
た
ち
で

も
あ
る
。
か
つ
て
(
内
)
に
よ
っ
て
特
殊
化
さ
れ
差
異
化
さ
れ
た

(
外
)
を
め
く
る
表
象
が
逆
に
(
内
)
な
る
事
象
を
照
射
し
意
味
づ
け

て
い
く
と
い
っ
た
構
図
。
「
文
化
的
交
通
」
は
こ
う
し
た
(
内
)
と

(
外
)
と
の
反
転
を
も
も
た
ら
し
た
よ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
は

(
内
)
の
動
揺
が
前
提
と
し
て
あ
ろ
う
。
『
今
昔
物
語
集
』
　
に
語
ら
れ
る

京
都
市
中
怪
異
譚
が
(
外
)
　
の
怪
異
譚
と
ア
ナ
ロ
ジ
カ
ル
な
相
同
的
関

係
に
あ
り
、
そ
う
し
た
話
題
を
本
集
が
多
く
収
載
し
て
い
る
の
も
、
お

そ
ら
く
は
こ
の
動
揺
と
〝
反
転
″
　
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

-
　
『
今
昔
物
語
集
』
の
「
東
国
」
語
り

不
可
知
不
思
議
の
地
た
る
「
東
国
」
原
像
は
仏
法
譚
で
も
巻
一
六
6

「
陸
奥
国
鷹
取
男
、
依
観
音
助
存
命
語
」
、
巻
一
七
5
「
依
夢
告
従
泥
中

堀
出
地
蔵
語
」
、
同
8
「
沙
弥
蔵
念
世
称
地
蔵
変
化
語
」
、
巻
二
〇
2
1

「
武
蔵
国
大
伴
赤
麿
、
依
悪
業
受
牛
身
語
」
な
ど
に
影
を
落
と
し
て
い

る
が
、
そ
の
多
く
は
霊
験
出
来
の
修
行
地
像
へ
と
変
換
さ
れ
る
か
た
ち

で
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
巻
一
一
3
2
「
田
村
将
軍
、
始
建
清
水
寺
」

で
は
示
現
を
え
て
東
山
に
入
っ
た
賢
心
の
前
に
現
れ
た
翁
・
行
叡
が
、

「
我
レ
東
国
ノ
修
行
ノ
志
シ
有
り
」
と
の
べ
て
「
掻
消
ツ
様
ニ
」
姿
を

隠
す
。
ほ
か
に
も
西
京
か
ら
常
陸
へ
と
出
か
け
て
地
蔵
菩
薩
と
の
値
遇

を
願
っ
た
僧
(
巷
一
七
1
)
、
2
節
で
引
い
た
「
東
国
ノ
諸
ノ
山
ヲ
通
り

行
フ
」
僧
(
巻
一
三
4
)
も
語
ら
れ
て
い
る
。
後
者
は
一
度
法
隆
寺
に

住
し
た
後
に
生
国
下
野
に
帰
っ
て
修
行
し
た
僧
だ
が
、
逆
に
、
「
旧
盟

ヲ
棄
テ
、
金
峰
山
二
詣
デ
」
、
「
其
レ
こ
籠
居
テ
日
夜
二
法
華
経
ヲ
読
テ
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十
余
年
ヲ
経
」
、
つ
い
に
「
煩
悩
不
浄
ノ
体
ヲ
棄
テ
、
清
浄
微
妙
ノ
身
」

を
得
た
僧
も
登
場
す
る
。
巻
二
一
4
0
の
良
算
持
経
者
が
そ
の
人
で
、

「
本
ハ
東
国
ノ
人
」
。
彼
は
出
家
後
、
彼
地
に
お
い
て
「
永
ク
穀
ヲ
断
チ

塩
ヲ
断
チ
、
山
ノ
菜
・
木
ノ
薬
ヲ
以
テ
食
ト
シ
テ
、
法
華
経
ヲ
受
ケ
持

テ
後
、
日
夜
二
読
諭
シ
テ
他
ノ
勤
メ
無
シ
。
深
キ
山
二
住
シ
テ
里
二
出

ル
事
無
シ
」
と
の
修
行
の
日
々
を
過
ご
し
、
や
が
て
一
念
発
起
し
て
金

峰
山
に
上
っ
た
の
だ
っ
た
。

霊
験
出
来
の
修
行
地
と
し
て
の
「
東
国
」
像
。
こ
う
し
た
像
の
形
成

に
は
、
た
と
え
ば
巻
一
七
2
9
に
そ
の
名
の
見
え
る
「
興
福
寺
ノ
前
ノ
入

唐
ノ
憎
徳
一
菩
薩
」
、
あ
る
い
は
先
の
法
隆
寺
佃
や
巻
一
三
4
0
の
興
福

寺
僧
光
勝
・
法
蓮
(
生
国
陸
奥
)
た
ち
の
よ
う
な
「
東
国
」
で
宗
教
活

動
を
展
開
し
た
僧
た
ち
の
実
体
が
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
、
本
稿
の
関
心
か
ら
い
え
ば
、
た
と
え
ば
右
に
引
い
た
良
算
の
「
東

国
」
　
に
お
け
る
修
行
ぶ
り
と
い
っ
た
報
告
の
語
り
が
そ
こ
に
参
与
し
て

い
な
い
か
ど
う
か
、
考
え
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
話
は
『
法
華

験
記
』
を
出
典
と
す
る
が
、
こ
の
部
分
に
大
き
な
異
な
り
は
な
い
。
こ

う
し
た
記
事
が
い
か
に
し
て
成
っ
た
も
の
か
、
験
記
・
霊
験
記
・
往
生

伝
は
定
型
的
な
語
り
口
を
も
つ
の
で
慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
け
れ

ど
も
、
一
部
に
で
も
艮
算
の
自
己
語
り
が
含
ま
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
「
束
人
」
が
自
ら
語
っ
た
「
東
国
」
　
の
地
の
修
行
実
態
と
し

て
、
貴
重
な
証
言
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
『
今
昔
物
語
集
』
　
に
は
こ
の

ほ
か
、
山
階
寺
の
捏
磐
会
儀
式
を
整
備
し
た
尾
張
国
出
身
の
僧
寿
広

(
巻
〓
6
)
、
上
総
国
武
射
郡
出
身
の
金
峰
山
行
者
広
達
(
同
1
1
)
な
ど

の
名
が
み
え
る
。
本
集
仏
法
部
に
み
る
ご
と
き
数
多
く
の
「
東
国
」
宗

教
説
話
は
、
先
の
実
体
的
な
事
情
に
く
わ
え
て
、
そ
の
よ
う
な
人
々
の

自
己
語
り
も
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
伝
記
テ
キ
ス
ト
が
不
可
知
怪
異
の

地
に
と
ど
ま
ら
ぬ
霊
験
出
来
の
修
行
地
「
東
国
」
像
を
形
成
す
る
な
か

で
、
語
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
な
い
か
。
そ
れ
は
、
無
媒

介
な
か
た
ち
で
(
内
)
に
参
入
し
た
(
外
)
の
自
己
語
り
が
あ
ら
た
に

創
り
出
し
て
い
っ
た
自
己
像
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な

見
方
に
た
て
ば
、
不
可
知
怪
異
の
「
東
国
」
像
と
霊
験
出
来
の
修
行
地

像
を
と
も
に
描
き
出
す
『
今
昔
物
語
集
』
　
の
「
東
国
」
語
り
は
、
そ
う

し
た
(
外
)
の
自
己
像
と
入
内
)
の
原
像
と
の
括
抗
を
映
し
出
す
も
の

と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
『
今
昔
物
語
集
』
　
の
「
東
国
」
語
り
の
い
く
つ
か

の
相
を
取
り
出
し
て
き
た
が
、
最
後
に
集
中
も
っ
と
も
興
味
深
い
　
「
東

国
」
語
り
の
一
つ
、
巻
二
八
3
7
を
取
り
上
げ
て
結
び
と
し
よ
う
。

本
話
は
、
花
山
院
の
御
門
を
馬
に
乗
り
な
が
ら
通
過
し
て
と
が
め
ら

れ
、
院
の
命
で
御
前
に
引
き
出
さ
れ
た
「
東
ノ
人
」
が
、
そ
の
、
「
畠

黒
ク
繋
ク
キ
吉
」
「
色
白
ク
テ
形
チ
月
々
シ
」
「
顔
、
現
二
吉
キ
者
ト
見
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へ
テ
魂
有
ラ
ム
ト
思
ユ
」
風
貌
と
装
束
・
武
具
・
馬
の
み
ご
と
さ
で
花

山
院
を
魅
了
し
た
話
題
。
魅
入
ら
れ
た
花
山
院
は
、
「
鎧
抑
ヘ
タ
ル
者

ヲ
モ
去
ケ
、
ロ
ヲ
モ
免
セ
」
と
命
じ
て
そ
の
乗
馬
ぶ
り
に
興
じ
、
揚
げ

句
の
は
て
に
下
部
の
取
り
上
げ
た
弓
を
も
返
し
持
た
せ
て
し
ま
う
。
結

果
は
「
御
門
ヲ
馳
出
テ
、
洞
院
下
二
飛
プ
ガ
如
ク
ニ
シ
テ
逃
テ
去
ヌ
」
。

逃
げ
ら
れ
た
院
は
「
此
奴
ハ
極
カ
リ
ケ
ル
盗
人
(
岩
波
新
大
系
脚
注
「
知

謀
に
た
け
た
者
」
)
カ
ナ
」
と
の
べ
て
「
強
ニ
モ
腹
立
七
不
給
ズ
」
と
許

し
た
よ
う
だ
が
、
こ
こ
に
は
、
風
流
に
心
を
染
め
た
花
山
院
像
(
『
大

鏡
』
な
ど
)
を
か
り
つ
つ
、
見
ら
れ
る
存
在
と
し
て
見
る
者
を
引
き
寄

せ
圧
倒
し
、
沈
黙
の
ま
ま
騎
乗
疾
駆
し
て
姿
を
く
ら
ま
し
た
「
束
ノ

人
」
の
現
爽
た
る
姿
が
、
印
象
ぶ
か
く
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

そ
れ
は
ま
さ
し
く
無
媒
介
に
(
内
)
　
(
都
)
に
参
入
し
た
(
外
)
　
(
「
東

国
」
)
と
称
す
べ
き
も
の
。
あ
る
い
は
、
一
話
中
に
こ
れ
を
「
兵
」
と

す
る
記
述
は
な
い
が
、
そ
の
装
い
や
騎
馬
の
巧
に
「
兵
」
　
の
相
貌
を
う

か
が
い
、
他
方
、
『
今
昔
物
語
集
』
　
の
「
東
国
」
語
り
の
今
ひ
と
つ
の

相
を
な
す
兵
詔
や
軍
語
り
で
(
公
)
観
念
を
も
っ
て
束
ね
ら
れ
排
除
さ

れ
秩
序
化
さ
れ
る
「
東
」
　
の
「
兵
」
た
ち
(
森
正
人
冠
孟
日
物
語
集
の
生

成
』
一
九
八
六
刊
)
と
の
対
脱
性
に
も
注
意
を
む
け
る
な
ら
ば
、
こ
こ

に
は
ま
た
、
無
媒
介
に
参
入
し
た
(
外
)
が
(
内
)
な
る
(
公
)
に
抗

す
る
す
が
た
も
看
て
取
れ
よ
う
。

問
題
は
、
か
か
る
参
入
し
た
(
外
)
に
入
内
)
が
ど
う
向
き
合
っ
て

い
る
か
だ
が
、
「
東
ノ
人
」
を
「
極
カ
リ
ケ
ル
盗
人
カ
ナ
」
と
評
し

「
腹
立
」
に
及
ば
な
か
っ
た
花
山
院
に
は
、
(
外
)
=
「
東
国
」
「
東
ノ

人
」
像
の
更
新
も
す
す
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
本
話
題
を

収
載
す
る
『
今
昔
物
語
集
』
に
も
か
な
ら
ず
や
起
こ
っ
て
い
た
出
来
事

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
『
今
昔
物
語
集
』
は
本
話
を
巻
二
八
に
収
め
、
笑

話
・
烏
呼
譚
と
し
て
意
味
づ
け
る
。
笑
わ
れ
て
い
る
の
は
花
山
院
と
そ

の
周
辺
の
人
物
だ
が
、
そ
こ
に
本
集
形
成
の
発
語
過
程
に
お
け
る
話
題

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

人
物
の
す
り
替
え
を
見
と
お
す
な
ら
ば
、
こ
の
い
わ
ば
は
ぐ
ら
か
し
に

は
、
無
媒
介
に
参
入
し
た
(
外
)
と
の
向
き
合
い
、
対
話
を
回
避
し
ょ

う
と
す
る
『
今
昔
物
語
集
』
言
語
主
体
の
姿
が
す
け
て
見
え
る
よ
う
で

も
あ
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
　
の
「
東
国
」
語
り
、
そ
れ
は
流
入
、
参
入

し
た
(
外
)
に
気
圧
さ
れ
と
ま
ど
い
、
(
内
)
に
逃
げ
込
む
こ
と
も
か

な
わ
ぬ
ま
ま
に
そ
こ
か
ら
身
を
か
わ
そ
う
と
す
る
、
そ
う
し
た
振
る
舞

い
を
も
っ
て
語
ら
れ
も
し
た
よ
う
だ
。

〔
た
け
む
ら
・
し
ん
じ
　
広
島
大
学
大
学
院
助
教
授
〕
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